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ここがポイント！【研究内容】

環境動態を表現できる数理モデルの構築と
その活用に関する研究
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地球・地域・都市・室内等の様々な空間スケールで、人間活動によっ
て排出される環境負荷物質の環境媒体中の動態を表現できる数理
モデルを構築しています。具体的には、1. アジアから関西圏まで
の様々な空間スケールの気象・大気質に関する研究、2. 都市街区
の微気象・局所大気汚染に関する研究、3. 室内の温熱環境・空気
質に関する研究、4. 琵琶湖・淀川流域圏の水文・水質に関する研
究、5. POPs や有害金属の環境多媒体モデルに関する研究を実施
しています。さらに、これらのモデルをアジア諸都市の環境管理
に応用する研究も実施しています。
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応用分野 環境アセスメント、気候変動
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